
　
鼠
屋
は
17
代
続
い
た
人
形
師
の
名

門
で
、
初
代
は
豊ぶ

ぜ
ん
の
じ
ょ
う

前
掾
と
称
し
、
姓

は
竹
岡
で
代
々
五ご

兵へ

衛え

を
名
乗
り
ま

し
た
。
江
戸
の
天
下
祭
り
を
は
じ
め

と
し
て
、
関
東
各
地
の
山
車
人
形
を

数
多
く
製
作
し
て
い
ま
す
。
そ
の
始

ま
り
は
古
く
、
徳
川
氏
が
江
戸
に

入
っ
た
こ
ろ
か
ら
と
い
い
ま
す
。

　
鼠
屋
の
こ
と
を
記
し
た
文
献
に
、

寿す

ず々

木き

雪せ
つ

山ざ
ん

の
「
近
世
名
匠
伝　
七 

人
形
師 

鼠
屋
伝
吉
同
政
吉
」（
『
建

築
工
芸
叢そ

う

誌し

』
、
大
正
3
年
）が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
に
佐
原
の
山
車
人

形
に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
約
す
る

と
「
竹
岡
伝
吉
は
、
14
代
鼠
屋
五
兵

衛
の
実
子
で
、
幼
少
の
頃
か
ら
花
沼

政
吉
と
と
も
に
父
五
兵
衛
に
彫
刻
を

学
ぶ
。
安
政
5（
1
8
5
8
）年
に
熊

本
の
松
本
喜
三
郎
が
江
戸
で
行
っ
た

生
人
形
の
見
世
物
を
見
て
、
伝
吉
と

政
吉
は
大
い
に
刺
激
を
受
け
、
画

を
学
び
、
老
若
男
女
を
写
生
し
、

そ
の
骨
格
等
を
考
え
、
自
分
の
家

の
人
形
に
応
用
し

て
改
良
を
図
っ
て

い
た
。
た
ま
た
ま

下
総
の
佐
原
よ
り

山
車
人
形
の
注
文

が
あ
っ
た
の
で
、

日
頃
研
究
す
る
と

こ
ろ
を
実
地
に
施

し
、
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
と

浦
嶋
の
2
基
、
各

長
さ
一
丈
二
尺

（
約
3
ｍ
60
㎝
）の

人
形
に
初
め
て
写

生
的
製
作
を
試

み
、
大
い
に
世
間

を
驚
か
せ
た
と
い

う
。」
と
記
し
て
い
ま
す
。
伝
吉
は

父
の
跡
を
継
い
で
鼠
屋
の
15
代
と
な

り
ま
す
が
、
同
書
で
は
「
明
治
8

（
1
8
7
5
）年
12
月
6
日
、
不
帰
の

客
と
な
る
享
年
37
歳
」
と
も
記
し
て

い
ま
す
。

　

改
め
て
北
横
宿
の
日
本
武
尊（
写

真
1
）や
下
新
町
の
浦
嶋
太
郎（
写

真
2
）を
見
る
と
、
顔
の
筋
肉
の
表

現
な
ど
が
と
て
も
写
実
的
に
表
現
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
二
体
の
製
作
年
を
伝
え
る

文
書
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
伝
吉
が
亡
く
な
る
明
治
８

（
1
8
7
5
）年
の
12
月
ま
で
に
は
造

ら
れ
て
い
た
蓋が

い

然ぜ
ん

性せ
い

が
高
い
と
い
え

ま
す
。

　
日
本
武
尊
と
浦
嶋
太
郎
の
山
車
人

形
は
、
早
世
し
た
名
工
鼠
屋
伝
吉
が

最
晩
年
に
そ
の
技
術
の
粋
を
尽
く
し

て
製
作
し
、
佐
原
に
残
し
た
作
品

だ
っ
た
の
で
す
。

　
な
お
、
鼠
屋
伝
吉
は
そ
の
技
量
を

ア
メ
リ
カ
で
賞
賛
さ
れ
て
お
り
、
生

人
形
農
夫
婦
の
像
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

自
然
史
博
物
館
に
今
も
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。
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▲（写真2）鼠屋伝吉作 下新町区所有
　生人形 浦嶋太郎

▲�（写真1）鼠屋伝吉作 北横宿
区所有 生人形 日本武尊

▲�植樹体験後にみんなで記念撮影 ▲�ジャガイモの植え付け

香取市の魅力を再発見！　香取市×慶應義塾大学SFC研究所

令和 6 年度の活動を振り返る
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香取市の魅力再発見！

香取市スローシティプロジェクト 

香取市の魅力再発見！
「

vol.2

　昨年度は市のさまざまな場所に足を運び、各地域の魅力を 
発見することができました。特に印象的だったのは瑞穂地区の

「令和の杜
もり

」です。香取郷友会会長の鴇﨑さんと山長の飯田さん
から、里山の再生や散歩道整備、バイオネストについてお話 
を伺い、植樹の体験もさせていただきました。この経験から、
地域資源を生かしつつ自然と共生する大切さを学びました。 
今後も「よそ者」の視点を生かして活動に尽力していきます。

　昨年度は香取市での活動を通じて、地域の皆さんとの交流
を重ねてきました。特に印象に残っているのは、大倉まちづ 
くり協議会の皆さんと行ったジャガイモの植え付けです。 
作業後には手作りカレーをごちそうになり、その温かさが 
今でも心に残っています。6月には、植え付けたジャガイモ
の収穫も行います。皆さんと一緒に活動できることに感謝し、
これからも励んでいきたいです。

▼詳細はコチラ
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